
11:00～11:10 開会挨拶
11:10～12:00 パネルディスカッション1
『津波にどう立ち向かうか』
12:00～12:50 パネルディスカッション2
『高齢化社会の中で災害にどう立ち向かうか』
12:50～13:50 休憩

13:50～14:40 パネルディスカッション3
『地域住民・企業にどのように防災意識を持ってもらうか』
14:40～15:30 パネルディスカッション4
『地域で進めるべき防災とはなにか』
15:30～15:50 総括

平成28年

3/12(土)
11:00～15:50

会 場 仙台博物館 ホール
（仙台市青葉区川内26番地）

主 催

プログラム

詳細は裏面を
ご覧ください

参加対象
地区防災計画の作成を考えている地区内居住者

（住民、企業等）
地域の防災活動の活性化に取り組む住民、企業等
防災行政に関わる自治体関係者
地区防災計画制度に関心のある大学等研究機関
その他防災に関心を有する方 等

災害発生時における被害を軽減するには、公助による取り組みのみならず、
自助・共助による取組も重要です。地域において防災活動に積極的に取り組
んでいますが、これらの活動を紹介していくことで、防災活動について検討
している地域への気づきや、まだ取り組んでいない地域への防災活動への関
心を持つきっかけ作りとして本フォーラムを開催します。

開催日時

参加無料
定員：200名

地区防災計画フォーラム



【開会挨拶】11:00～11:10

【パネルディスカッション1】11:10～12:00
『津波にどう立ち向かうか』

モデレーター：東北大学 災害科学国際研究所情報管理・社会連携部門
災害復興実践学分野 准教授 桜井 愛子 氏

パネラー：上釜地区(宮城県石巻市)
吉崎地区(福井県あわら市)
大塚製薬工場と周辺自主防災会

(川東地区自主防災会・里浦町自主防災会連合会)(徳島県鳴門市)
下知地区(高知県高知市)
長江区(宮崎県日向市)

【パネルディスカッション2】12:00～12:50
『高齢化社会の中で災害にどう立ち向かうか』

モデレーター：名古屋大学 減災連携研究センター 社会連携部門 特任准教授 阪本 真由美 氏
パネラー：修善寺ニュータウン(静岡県伊豆市)

星崎学区(愛知県名古屋市)
丹生俣地区(三重県津市)
中山五月台中学校区(兵庫県宝塚市)
五明地区(愛媛県松山市)

【パネルディスカッション3】13:50～14:40
『地域住民・企業にどのように防災意識を持ってもらうか』

モデレーター：長岡造形大学 建築･環境デザイン学科 准教授 澤田 雅浩 氏
パネラー：トキアス管理組合(東京都荒川区)

高木町自治会(東京都国分寺市)
東神田３丁目地区(新潟県長岡市)
矢作北学区(愛知県岡崎市)
金栄校区(愛媛県新居浜市)

【パネルディスカッション4】14:40～15:30
『地域で進めるべき防災とはなにか』

モデレーター：跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 教授 鍵屋 一 氏
パネラー：SYM三町会災害連合会(新花会・三組弥生会・三組町会)(東京都文京区)

本多連合町会(東京都国分寺市)
神山連区(愛知県一宮市)
真陽小学校区(兵庫県神戸市)
高浜地区(愛媛県松山市)

【総括】15:30～15:50
専修大学人間科学部教授 大矢根 淳 氏
国際エメックスセンター事務局長 川脇 康生 氏
山口大学大学院 理工学研究科 准教授 村上ひとみ 氏

■ 会場のご案内
仙台市博物館 ホール(仙台市青葉区国分町3丁目7-1) TEL:022-261-1111

【ＪＲ仙台駅から】
○タクシー利用の場合：仙台駅西口タクシー乗り場から乗車。（所要時間約10分）
○地下鉄利用の場合：仙台市営地下鉄東西線→ 国際センター駅下車→南1出口から徒歩約8分

（事務局）一般財団法人関西情報センター新事業開発グループ
〒530-0001 大阪市北区梅田1-3-1-800 大阪駅前第１ビル８階

TEL : 06-6346-2981      e-mail: nstaff@kiis.or.jp

お問合せ先

プログラム
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